


第1条 競技のフィールド

フィールドのマーキング

競技のフィールドを破線や溝でマークすることは、認められない。

競技者がフィールドに許可されていないマークを足でつけた場合、反スポーツ的行為で

警告されなければならない。試合中に主審がそれを見つけたならば、次にボールがアウ

トオブプレーになったとき、違反した競技者を反スポーツ的行為で警告しなければなら

ない。

フィールド上にマークするラインは、第１条に規定されるもののみである。

ゴール

クロスバーが移動した、または破損した場合、それが修復されるか元の位置に戻される

まで、プレーは停止される。クロスバーの修復が不可能な場合、試合は中止されなけれ

ばならない。クロスバーの代りにロープを使用することは認められない。クロスバーが

修復できた場合は、プレーが停止されたときにボールのあった場所でドロップボールに

より試合を再開する。ただし、ゴールエリア内でプレーが停止された場合は、主審はプ

レーを停止したときにボールのあった地点に最も近いゴールラインに平行なゴールエリ

アのライン上でボールをドロップする。

商業的広告は、フィールドの境界線から１ⅿ（１ヤード）以上離す。

チームがフィールドに入場してからハーフタイムで離れるまで、またはハーフタイム後

に再入場してから試合の終了まで、フィールド、テクニカルエリア内、またはタッチラ

インの外側１ⅿ以内のグラウンドには、有形、無形に関わらず、どんな形態であっても

商業的広告は認められない。同様に、ゴール、ネット、フラッグポストやその旗にも広

告は認められない。また、これらのものに余計な備品（カメラ、マイクロフォンなど）

を付けてはならない。

商業的広告



有形、無形に関わらず、プレー時間中に、FIFA、大陸連盟、加盟協会、リーグ、クラ

ブ、その他の団体を表すロゴやエンブレムをフィールド、ゴールネットとそれに囲まれ

たエリア、ゴールおよびフラッグポストに付けることは、禁止される。

ロゴおよびエンブレム



第2条 ボール

試合中に、追加的に使用されるボールはフィールドの外に配置することができるが、第

２条の要件を満たしており、その使用は主審のコントロール下にあるものとする。

追加のボール

試合球以外のボールがフィールドに入った場合

試合中、試合球以外のボールがフィールドに入り、プレーの邪魔になった場合、主審は

試合を停止しなければならない。プレーは、試合が停止されたとき、試合球があった位

置でドロップボールにより再開されなければならない。ただし、ゴールエリア内でプレ

ーが停止された場合は、主審はプレーを停止したときにボールのあった地点に最も近い

ゴールラインに平行なゴールエリアのライン上でボールをドロップする。

試合中、試合球以外のボールがフィールドに入ったがプレーの邪魔にならなかった場合、

主審はできるだけ早い機会にそれを排除させなければならない。



第3条 競技者の数

交代の進め方

●交代は、プレーの停止のときのみ行うことができる。

●副審は交代が要求されていることをシグナルする。

●交代して退く競技者は、競技規則に適合した理由により既にフィールド外に出ている

場合を除き、主審の承認を得てフィールドから離れる。

●主審は、交代要員がフィールドに入ることを承認する。

●交代要員は、交代して退く競技者がフィールドを離れるまで、フィールドに入るのを

待つ。

●交代して退く競技者は、ハーフウェーラインのところでフィールドから出る必要はな

い。

●例えば交代要員がフィールドに入る準備が出来ていない場合など、ある状況下では交

代の手続きの承認を行わないこともできる。

●フィールドに足を踏み入れず、交代の手続きを完了していない交代要員は、スローイ

ンやコーナーキックを行ってプレーを再開することができない。

●交代されようとした競技者がフィールドを離れることを拒んだ場合、競技は続けられ

る。

●ハーフタイムのインターバル中や延長戦に入る前に交代が行われる場合、交代の手続

きは後半や延長戦のキックオフの前に完了させるものとする。



第3条 競技者の数

外的要因

競技者、交代要員またはチーム役員としてチームリストに記載されていない者は、外的

要因とみなされる。退場を命じられた競技者も同様である。

外的要因がフィールドに入った場合、

●主審は、プレーを停止しなければならない（ただし、外的要因がプレーに干渉してい

なかった場合は、即座に停止しない）。

●主審は、その者をフィールドやその周囲から離れさせなければならない。

●主審がプレーを停止した場合は、試合が停止されたときにボールがあった位置でドロ

ップボールによりプレーを再開させなければならない。ただし、ゴールエリア内でプ

レーが停止された場合は、主審はプレーを停止したときにボールのあった地点に最も

近いゴールラインに平行なゴールエリアのライン上でボールをドロップする。

チーム役員

チーム役員がフィールドに入った場合、

●主審は、プレーを停止しなければならない（ただし、チーム役員がプレーに干渉して

いなかった場合やアドバンテージを適用できる場合は、即座に停止しない）。

●主審は、そのチーム役員をフィールドから離れさせなければならない。また、そのチ

ーム役員の行動が無責任なものであるとき、フィールドやその周辺から離れさせなけ

ればならない。

●主審がプレーを停止した場合は、試合が停止されたときにボールがあった位置でドロ

ップボールによりプレーを再開させなければならない。ただし、ゴールエリア内でプ

レーが停止された場合は、主審はプレーを停止したときにボールのあった地点に最も

近いゴールラインに平行なゴールエリアのライン上でボールをドロップする。

フィールド上の部外者



フィールド外の競技者

不適当な用具や衣服を正しくするため、負傷や出血の治療のため、血液が衣服に付いて

いる理由で、あるいはその他の理由で主審の承認を得てフィールドを離れたのち、競技

者が主審の承認なくフィールドに復帰した場合、主審は、

●プレーを停止しなければならない（ただし、競技者がプレーに干渉していない場合や

アドバンテージを適用できる場合は、即座に行う必要はない）。

●主審の承認なくフィールドに入ったことで競技者を警告しなければならない。

●必要があれば競技者をフィールドから離れるよう命じなければならない(例えば、第４

条の違反）。

主審がプレーを停止した場合、プレーは、

●その他の違反がなければ、プレーが停止されたときにボールがあった位置から相手チ

ームの間接フリーキックで再開されなければならない（第13条－フリーキックの位置

参照）。

●競技者が第12条に違反していたならば、第12条に従って再開されなければならない。

競技者が偶発的にフィールドの境界線を越えた場合、違反を犯したとはみなされない。

フィールドから踏み出すことはプレーの動きの一部であると考えられる。

交代要員、交代して退いた競技者

交代要員や交代して退いた競技者が承認なくフィールドに入った場合、

●主審は、プレーを停止しなければならない（ただし、問題の競技者がプレーに干渉し

ていない場合やアドバンテージを適用できる場合は、即座に停止する必要はない）。

●主審は、その者を反スポーツ的行為で警告しなければならない。

●その者は、フィールドを離れなければならない。

主審がプレーを停止した場合、プレーが停止されたときにボールがあった位置から相手

チームの間接フリーキックでプレーは再開されなければならない（第13条－フリーキッ

クの位置参照）。



第3条 競技者の数

競技会規定ですべての競技者と交代要員をキックオフの前に届けなければならないとし

ている場合、一方のチームが11人未満の競技者で試合を開始した場合、先発として届け

られている競技者のみが、到着後この11人を構成することができる。

どちらかのチームが７人未満の場合、試合を開始することができないとしているが、試

合を続ける上での１チームの競技者の最小数については加盟協会の裁量に任せる。しか

しながら、評議会は、いずれかのチームが７人未満となった場合、試合を続けるべきで

はないと考える。g)

１人以上の競技者が意図的にフィールドを去って７人未満となった場合、主審はあえて

試合を停止する必要はなく、アドバンテージを適用することもできる。このような場合

で、ボールがアウトオブプレーになったのち、一方のチームが7人未満の場合、主審は試

合を再開させてはならない。

最小競技者数

得点があったのちでプレーが再開される前に、主審が、得点があったときにフィールド

上に部外者がいたことに気がついた場合、

●主審は、次の場合、得点を認めてはならない。

－ 部外者が外的要因であり、プレーに干渉していた。

－ 部外者が得点したチームの競技者、交代要員、交代して退いた競技者またはチーム

役員であった。

●主審は、次の場合、得点を認めなければならない。

－ 部外者が外的要因であったが、プレーに干渉していなかった。

－ 部外者が得点されたチームの競技者、交代要員、交代して退いた競技者またはチー

ム役員であった。

得点があったときにフィールド上に部外者がいた場合

(財)日本サッカー協会の決定

g) 試合開始前の１チームの競技者の最小数は７人以上とし、試合中、いずれかのチー

ムが７人未満となった場合、試合は続けないものとする。



第4条 競技者の用具

競技者は、身体を保護するだけのもので、かつ、自らを、また他の競技者を傷つけないもの

であれば、基本的な用具以外の用具を用いることができる。

基本的な用具以外の用具または衣服はすべて主審によって検査され、危険ではないと判

断されていなければならない。

ヘッドギア、フェイスマスク、また膝や腕のプロテクターなど最新の保護用具は柔らか

く、軽いパッドが入ったものでできており危険であるとみなされないので、身につける

ことができる。

最新の技術によりスポーツめがねが着用者のみならず他の競技者に対しても格段に安全

になったことを考えると、主審はこのめがねの使用、特に若い競技者が使用することに

対して寛容になるべきである。

衣服や用具が試合の始まるときに検査され危険でないと判断されたが、試合中に危険に

なる、または危険な方法で使用された場合、その後の使用は認められない。

競技者間、または競技者とテクニカルスタッフとの間の無線通信システムの使用は、認

められない。

その他の用具

色：

●両チームのゴールキーパーのジャージーが同色で、両者が他のジャージーと着替える

ことができない場合、主審は競技を始めることを認める。

競技者の靴が脱げてしまった直後にボールをプレーする、また得点をした場合、偶発的

に靴が脱げたのであるから違反とせず、得点を認める。

ゴールキーパーは、基本的な用具として、トラックスーツのパンツをはくことができる。

基本的な用具



第4条 競技者の用具

競技者は試合開始前に、交代要員はフィールドに入る前に検査される。プレー中に認め

られていない衣服や装身具を競技者が着用しているのを発見した場合、主審は、

●その競技者に問題となるものを外すべきと伝えなければならない。

●外すことができない、またはそれを拒んだ場合は、次に競技が停止されたとき、フィ

ールドから離れるよう命じなければならない。

●競技者が拒んだ場合やそのものを外すよう言われたにもかかわらず再び身に付けてい

ることが発見された場合は、競技者を警告しなければならない。

競技者を警告するためにプレーを停止した場合、プレーを停止したときにボールがあっ

た場所から行われる間接フリーキックが相手チームに与えられなければならない（第13

条－フリーキックの位置参照）。

装身具

すべての装身具（ネックレス、指輪、ブレスレット、イヤリング、皮革でできたバンド、

ゴムでできたバンドなど）は厳しく禁止されており、外さなければならない。装身具を

テープで覆うことは、認められない。

審判員も装身具を身に付けることはできない（時計や試合時間を計測する同様の機器は

除く）。

懲戒の罰則



第5条 主審

職権と任務

主審は、照明が不十分であると判断した場合にプレーを停止する権限を持つ。

観客から投げられたものが主審または副審あるいは競技者またはチーム役員に当たった

場合、主審は、その出来事の重大さに応じ、試合を続けることもできるし、プレーを一

時的に中断、また、中止することもできる。主審は、これらのいずれの場合も、関係機

関に報告しなければならない。

ハーフタイムまたは試合終了後、同様に延長戦やペナルティーマークからのキックが行

われている間であっても、試合は主審の管轄下にあるのであるから、主審はイエローカ

ードやレッドカードを示す職権を持つ。

主審が何らかの理由で一時的に任務の遂行が不能になった場合、プレーは次にボールが

アウトオブプレーになるまで副審の監視下で続けることができる。

観客の笛がプレーに干渉した（例えば、プレーが停止されたと思い込み、競技者がボー

ルを手で拾い上げる）と主審が判断した場合、主審は試合を停止し、プレーが停止され

たときのボールがあった場所でドロップボールによりプレーを再開しなければならない。

ただし、ゴールエリア内でプレーが停止された場合は、主審がプレーを停止したときに

ボールのあった地点に最も近いゴールラインに平行なゴールエリアのライン上でボール

をドロップする。



第5条 主審

アドバンテージ

主審は、違反または反則のいずれかが起きたときにアドバンテージを適用することがで

きる。

主審は、アドバンテージを適用するのかプレーを停止するのか判断するうえで、次の状

況を考慮する。

●反則の重大さ。違反が退場に値する場合、違反直後に得点の機会がない限り、主審は

プレーを停止し、競技者を退場させなければならない。

●反則が犯された場所。相手競技者のゴールに近ければ近いほど、アドバンテージはよ

り効果的になる。

●相手競技者のゴールに向かって、素早く、また大きなチャンスとなる攻撃ができる機

会にあるか。

●試合の状況（雰囲気）

戻って、そのもととなった反則を罰するのは、アドバンテージ適用後の数秒内に行われ

なければならない。

警告に値する反則の場合、次のプレーの停止時に警告しなければならない。しかしなが

ら、明白なアドバンテージでない限り、主審はプレーを停止し、即座に競技者を警告す

ることとする。次の停止時に警告がなされなければ、その後に警告することはできない。



負傷者

主審は、負傷者に対応するときには次の手続きを遵守しなければならない。

●競技者の負傷が軽いと判断した場合、ボールがアウトオブプレーになるまでプレーを

続けさせる。

●競技者が重傷を負っていると判断した場合、プレーを停止する。

●負傷した競技者に質問をしたのち、競技者の負傷程度を判断し、競技者の安全を確保

して迅速にフィールドから退出させるため、１名または最大２名のドクターのフィー

ルドへの入場を認めることができる。

●担架搬送者は担架を持ってドクターが入るのと一緒にフィールドに入り、負傷した競

技者をできるだけ早く退出させる。

●負傷した競技者をフィールドから安全に退出できるようにしなければならない。

●競技者は、フィールド内で治療を受けることができない。

●負傷により出血している競技者は、フィールドから離れなければならない。主審が、

止血を十分に確認するまで、その競技者はフィールドに復帰することができない。競

技者は、血液のついた衣服を身に付けることは許されない。

●主審がドクターのフィールドへの入場を認めたときは、競技者は担架に乗って、また

は歩いて、すぐさまフィールドから離れなければならない。競技者が拒んだならば、

反スポーツ的行為で警告されなければならない。

●負傷した競技者は、試合が再開されたのち、フィールドに復帰することができる。

●ボールがインプレー中、負傷した競技者はタッチラインからフィールドに復帰するも

のとする。ボールがアウトオブプレー中であれば、負傷した競技者はいずれの境界線

からであっても復帰しなければならない。

●ボールがインプレー、アウトオブプレーにかかわらず、主審のみが負傷した競技者の

フィールドへの復帰を認めることができる。

●副審または第４の審判員によって復帰の準備ができていると確認されたならば、負傷

した競技者に復帰の承認を与えることができる。



第5条 主審

●その他の理由でプレーが停止されているのではなく、また競技者の負傷が競技規則の

違反に起因していないのであれば、プレーが停止されたときにボールがあった場所で

ドロップボールにより再開しなければならない。ただし、ゴールエリア内でプレーが

停止された場合は、主審はプレーを停止したときにボールのあった地点に最も近いゴ

ールラインに平行なゴールエリアのライン上でボールをドロップする。

●負傷の対応により空費された時間のすべてを前、後半の最後にプレーさせなければな

らない。

●主審がカードを提示しようとした負傷した競技者が治療のためフィールドを離れなけ

ればならなくなった場合、その競技者がフィールドを離れる前にカードを提示しなけ

ればならない。

この規定の例外は、次の場合にのみ適用される。

●ゴールキーパーが負傷したとき。

●ゴールキーパーとフィールドプレーヤーが衝突し、即座な対応が必要なとき。

●重篤な負傷が発生したとき（例えば、舌が気道を塞ぐ、脳や心臓の震盪、脚の骨折）。

２つ以上の反則が同時に起きたとき

●同じチームの２人の競技者が反則を犯した場合、

－ 主審は同時に犯された２つ以上の反則の最も重いものを罰しなければならない。

－ プレーは最も重い反則に対応して再開されなければならない。

●異なったチームの競技者が反則を犯した場合、

－ 主審はプレーを停止し、停止したときにボールがあった場所でドロップボールによ

りプレーを再開しなければならない。ただし、ゴールエリア内でプレーが停止され

た場合は、主審はプレーを停止したときにボールのあった地点に最も近いゴールラ

インに平行なゴールエリアのライン上でボールをドロップする。



審判員のためガイドライン

ボールがインプレー中の位置取り

求められる位置取り

●主審とプレーが行われている側の副審でプレーを挟む。

●主審は、プレーが行われている側の副審を視野に入れる。主審は、対角線式審判法を

広く用いる。

●主審は、プレーの外側に向かって位置することによって、プレーとプレーが行われて

いる側の副審を容易に視野に入れることができる。

●主審は、プレーに干渉することなく、十分にプレーに近づく。

●〝監視しなければならないもの"は、つねにボール周辺にあるというものではない。主

審は次のことにも留意する：

－ 挑戦的な競技者がボールとは関係ない場所で対立を引き起こすこと

－ プレーが向かっている地域内での反則の可能性

－ ボールがプレーされた後の反則

ボールがアウトオブプレーのときの位置取り

最良の位置をとることにより、正しい判定を下すことができる。位置取りに関しては、

プレーの可能性に基づくことを基本とし、それに加えチームや競技者、そこに至るまで

の出来事などの情報により修正していかなければならない。

次図に指示する位置取りは、基本的なものであり、審判員に勧められているものである。

〝ゾーン"について、すべての位置取りはその効果を最大限に引き出せるエリアとして、

取ることが勧められるものである。これらのゾーンは、ことが起きたときの状況により、

大きくなったり、小さくなったり、また異なった形状となる。



審判員へのガイドライン

1.キックオフのときの位置取り

2.ゴールキックのときの位置取り



3.コーナーキック(１)のときの位置取り

4.コーナーキック(２)のときの位置取り



審判員へのガイドライン

5.フリーキック(１)のときの位置取り

6.フリーキック(２)のときの位置取り



7.フリーキック(３)のときの位置取り

8.フリーキック(４)のときの位置取り



審判員へのガイドライン

9.ペナルティーキックのときの位置取り



主審のシグナル

直接フリーキック アドバンテージ

間接フリーキック

レッドカードイエローカード



主審のシグナル

笛の使い方

次の場合には、笛を吹くことが必要である。

●前、後半の、また得点後のキックオフのとき

●次の理由でプレーを停止するとき

－ フリーキックまたはペナルティーキック

－ 試合の一時的な中断、または中止

－ プレー時間がすべて終わった、前、後半の終了時

●次の場合にプレーを再開するとき

－ 適切な距離まで壁を下げたときのフリーキック

－ ペナルティーキック

●次の理由でプレーが停止された後にプレーを再開するとき

－ 不正行為に対するイエローカードやレッドカードの提示

－ 負傷者の発生

－ 交代

次の場合、笛を吹く必要はない。

●次の理由でプレーを停止するとき

－ ゴールキック、コーナーキックまたはスローイン

－ 得点

●次の場合にプレーを再開するとき

－ フリーキック、ゴールキック、コーナーキック、スローイン

不必要な笛を多く吹きすぎると、本当に必要な場合に効果が薄れることになる。笛を吹

くかどうかの判断は主審に任されているが、プレーの開始のために笛を吹く必要がある

場合、主審は、笛のシグナルまではプレー再開とならないと競技者にはっきり伝える。

ボディー・ランゲージ

ボディー・ランゲージは、主審が次のときに用いる手段である。

●試合のコントロールを援助するとき

●主審の権限や主審が落ち着いていることを示すとき

ボディー・ランゲージは、次のときに用いない。

●判定の説明になるようなとき



第6条 副審

任務と責任

副審は、主審が競技規則に従って試合をコントロールすることを援助する。また、主審

の要請や指示によりその他試合運営にかかわるすべての事項について援助する。通常、

これは次のようなことである。

●フィールド、使用されるボールおよび競技者の用具を検査する。

●用具や出血の問題が解決されたかどうか判断する。

●交代の手続きを監視する。

●予備的に時間、得点および不正行為の記録を取る。

位置取りとチームワーク

1.キックオフ

副審は、後方から二人目の相手競技者のラインにつかなければならない。



第6条 副審

2.試合中の一般的な位置取り

副審は後方から二人目の相手競技者のラインにつくが、ボールが後方から二人目の相手

競技者よりゴールラインに近い場合はボールのところにつかなければならない。副審は、

つねにフィールドに面しなければならない。



3.ゴールキック

１．副審は、先ずボールがゴールエリア内にあるかどうかチェックしなければならない。

●ボールが正しく置かれていない場合、副審はその位置から動かず、主審を目で確

認し、旗を上げなければならない。

２．ボールが正しくゴールエリア内に置かれたならば、副審はペナルティーエリアの端

まで動き、ボールがペナルティーエリアから出る（ボールがインプレーとなる）こ

とや攻撃側競技者がエリア内にいないことをチェックしなければならない。

●後方から二人目の相手競技者がゴールキックを行う場合、副審は直接ペナルティ

ーエリアの端まで動かなければならない。

３．最終的には、副審はオフサイドラインのチェックができる位置取りをしなければな

らない。オフサイドラインのチェックはどんなときでも非常に重要なことである。



第6条 副審

4.ゴールキーパーがボールを放す

副審は、ペナルティーエリアの端のところに位置を取り、ゴールキーパーがペナルティ

ーエリアの外でボールを手で触れていないかどうかチェックしなければならない。

ゴールキーパーがボールを放したら、オフサイドラインのチェックができる位置取りを

しなければならない。オフサイドラインのチェックはどんなときでも非常に重要なこと

である。



5.ペナルティーキック

副審は、ゴールラインとペナルティーエリアラインの交点のところに位置しなければな

らない。ボールがけられる前にゴールキーパーが露骨にゴールラインから離れて得点と

ならなかった場合、副審は旗を上げなければならない。



第6条 副審

6.ペナルティーマークからのキック

副審の一人がゴールラインとゴールエリアラインの交点に位置しなければならない。そ

の主たる任務は、ボールがラインを越えたかどうかをチェックすることである。

●副審は、ボールが明らかにゴールラインを越えたならば、特にシグナルを示すことな

く、主審と目で確認を取らなければならない。

●副審は、ボールがラインを越えたかどうか明らかでない状況で得点を確認したとき、

先ず旗を上げて主審の注意をひいてから、得点を認めなければならない。

もう一方の副審はセンターサークルのところにいて、両チームの残りの競技者をコント

ロールしなければならない。



7.得点か得点でないかの状況

得点があり、その決定に疑問がないときであっても、主審と副審は目で確認し合わなけ

ればならない。その後、副審は、旗を上げずに25～30ⅿタッチラインに沿いハーフウェ

ーラインに向かってすばやく走らなければならない。



第6条 副審

ボールの全体がゴールラインを越えず、得点となっていないので、それまでどおりプレ

ーが続く場合は、主審は副審と目で確認し合わなければならない。また、必要であれば

手で目立たないシグナルを送る。

得点があったが、ボールが依然インプレーのように見えるとき、副審は先ず旗を上げて

主審の注意をひかなければならない。その後、通常の得点の手続きとして、25～30ⅿタ

ッチラインに沿いハーフウェーラインに向かってすばやく走る。



8.コーナーキック

コーナーキックのときの副審の位置は、ゴールラインの延長上でコーナーフラッグの後

方である。副審はこの位置にいて、コーナーキックを行う競技者を干渉してはならない。

また、ボールがコーナーアーク内に正しく置かれているかチェックしなければならない。



第6条 副審

9.フリーキック

フリーキックのときの副審は、何よりも重要なオフサイドラインのチェックをするため、

後方から二人目の相手競技者のラインに位置しなければならない。しかしながら、シュ

ートが直接ゴールに放たれる場合は、ボールを追いかけタッチラインに沿ってコーナー

フラッグ方向に動ける用意をしておかなければならない。



シグナルビープ

シグナルビープ・システムは主審の注意を引くために必要であるときのみに使用される

追加的なシグナルであることを、主審、副審共に留意する。

シグナルビープが有用な状況は、次のときである。

●オフサイド

●(主審の視野外での)ファウル

●(判断が難しいときの)スローイン、コーナーキックまたはゴールキック

●(判断が難しいときの)得点

原則として、副審は走っている間、ピッチに面しているものとする。サイドステップに

よる動き方は短い距離を走るために用いられる。これはオフサイドの見極めのため特に

重要で、またより良い視線が確保できることになる。

ランニング技術

原則として、副審は手によるシグナルを明白に示してはならない。しかしながら、いく

つかのケースでは、目立たない手のシグナルは主審にとって貴重な援助となり得る。手

のシグナルは、意図を明確に示さなければならない。その意図は、試合前の打ち合わせ

で話し合われ、納得されていなければならない。

ジェスチャー



副審のシグナル

守備側競技者の
スローイン

攻撃側競技者の
スローイン

交代

コーナーキックゴールキック



攻撃側競技者によるファウル守備側競技者によるファウル

フィールドの中央の
オフサイド

遠い側の
オフサイド

近い側の
オフサイド

オフサイド



副審のシグナル

フラッグテクニックとチームワーク

副審の旗は、つねに広げた状態にしておき、走っているときもバタバタさせず、主審に

見えるようにしなければならない。

シグナルするとき、副審は立ち止まり、フィールドに面し、主審を目で確認して、（急が

ず、過度にならないように）落ちついて旗を上げなければならない。旗は、伸ばした腕

の延長のようになるように上げる。

副審は、次のシグナルを示す方の手で旗を上げなければならない。状況が変り、次のシ

グナルをもう一方の手で行わなければならなくなった場合、副審は腰より低い位置で反

対の手に旗を持ち替えるものとする。

副審は、ボールがアウトオブプレーになったことをシグナルするときは、主審がそれに

気付くまでシグナルし続けなければならない。

乱暴な行為があり副審がシグナルしたが、主審がそのシグナルをすぐに見ることがなか

ったときで、

●懲戒のための措置を取るためにプレーを停止した場合、その再開は競技規則にしたが

って（フリーキックやペナルティーキックなどで）行われなければならない。

●プレーが再開されてしまった場合、主審は懲戒のための措置を取ることができるが、

フリーキックやペナルティーキックで反則を罰することはできない。



スローイン

副審に近い位置でボールがタッチラインを越えたときのシグナルは、直接スローインの

方向を示さなければならない。

副審から遠い位置であるが、明らかにボールがタッチラインを越えたときのシグナルも

直接スローインの方向を示さなければならない。

副審から遠い位置でボールがタッチラインを越えたが、依然ボールがインプレーのよう

に見えるとき、または副審からどちらのスローインか不確かであるとき、副審は旗を上

げて主審にボールがアウトオブプレーになったことを伝え、主審を目で確認して主審の

シグナルに合わせなければならない。

コーナーキック/ゴールキック

副審に近い位置でボールがゴールラインを越えたとき、右手（良い視野を得るため）で

ゴールキックかコーナーキックかのシグナルをしなければならない。

副審に近い位置でボールがゴールラインを越えたが、依然インプレーのように見えると

き、副審はまず旗を上げ、主審にボールがアウトオブプレーであることを伝え、その後

ゴールキックなのかコーナーキックなのかシグナルしなければならない。

副審から遠い位置でボールがゴールラインを越えたとき、副審は主審にボールがアウト

オブプレーであることを示すため旗を上げ、主審を目で確認して主審の判定に合わせな

ければならない。副審は、はっきりとしたものに対しては、直接方向を示すこともでき

る。



副審のシグナル

オフサイド

副審は、オフサイドと判定したならば、まず旗を上げる。その後、旗を用い、反則のあ

った地域を示す。

主審が旗をすぐに見なかった場合、副審は主審が気づくまで、または明らかに守備側チ

ームがボールをコントロールするまでシグナルし続けなければならない。

副審は、良い視野を確保するため、旗を右手で上げなければならない。

交代

交代の手続きを行うとき、第4の審判員はまず副審に知らせなければならない。次いで副

審は、次のプレーの停止のとき主審にシグナルしなければならない。第4の審判員が交代

の手続きを行う場合、副審はハーフウェーラインまで移動する必要はない。

第４の審判員がいない場合、副審は交代の手続きを援助しなければならない。この場合、

主審は副審が位置についてからプレーを再開しなければならない。



ファウル

副審に間近なところまたは主審の視野外で、ファウルまたは不正行為が犯されたとき、

副審は旗を上げなければならない。その他の状況ではすべて、意見を求められるまで待

たなければならない。意見を求められた場合、副審は何を見たのか、聞いたのか、どの

競技者が関わったのか、主審に伝えなければならない。

反則をシグナルする前に、副審は次のことを判断しなければならない。

●反則が主審の視野外にあったのか、または主審の視野が遮られていたのか

●主審が反則を見た場合、アドバンテージを適用するのかしないのか

ファウルまたは不正行為が犯されたとき、副審は次のことをしなければならない。

●その後、シグナルするときに用いる手と同じ手で旗を上げることにより、主審にどち

らの競技者がファウルを犯したか容易に示すことができる。

●主審を目で確認する。

●旗を左右に振る（過度にまたは強く振ることは避ける）

●必要であるならば、シグナルビープを用いる。

副審は〝ウエイト・アンド・シー：Wait &See（多少待って、様子をうかがう）技術"

を用いてプレーを続けさせ、反則をおかされたチームがアドバンテージにより利益を得

た場合旗を上げてはならない。この場合、副審が主審を目で確認することが大変重要で

ある。



副審のシグナル

ペナルティーエリア外のファウル

ファウルが（ペナルティーエリアの境界線近くの）ペナルティーエリアの外で犯された

とき、副審は、主審がどこにいるのか、どのような対応をとったのか目で確認するもの

とする。副審はペナルティーエリアのラインのところに立ち、必要であれば旗を上げな

ければならない。

カウンターアタックの状況であれば、ファウルが犯されているのかどうか、ファウルが

ペナルティーエリア内か外か（これらはどんな場合でも優先して判断されるものであ

る）、さらにどのような懲戒の罰則を与えるのか、主審に伝えることができるようにしな

ければならない。

ペナルティーエリア内のファウル

特に副審の位置の近くのペナルティーエリア内において、ファウルが主審の視野外で犯

されたとき、先ず副審は、主審がどこにいるのか、どのような対応を取ったのかを目で

確認しなければならない。主審が何の対応も取らなかった場合、副審は旗をあげ、ビー

プシグナルを用いると共にはっきりとコーナーフラッグの方向に移動しなければならな

い。

集団的対立

多くの競技者を巻き込んで騒動になった場合、近くの副審がフィールドに入って主審を

援助することができる。もう一方の副審も、その騒動を監視するとともに事実の詳細に

ついて記録しなければならない。

協議

懲戒に関する問題に対処するとき、いくつかのケースにおいては目で確認し合うことと

副審から主審へのわかりやすい手による目立たないシグナルで十分である。

直接話し合うことが求められる場合においては、必要に応じ、副審は２～３ⅿフィール

ド内に入る。話し合うときは、主審と副審の両方がフィールド内に顔を向け、会話を聞

かれないようにする。



規定の距離

フリーキックが副審の近い位置で、かつタッチラインの極めて近くで与えられたとき、

副審はフィールド内に入って、相手競技者がボールから9.15ⅿ離れるよう手助けするこ

とができる。この場合、主審は副審が位置につくのを待ってプレーを再開しなければな

らない。



第7条 試合時間

(スローインやゴールキックなどで）プレーが多く停止されることは至って当然のことで

ある。プレーの停止時間があまりに長い場合のみに、時間が追加される。

第４の審判員は、前、後半の最後に、主審によって決定された最小限の追加時間を表示

する。

表示された追加時間は、その試合における正確な残り時間を示すものではない。妥当だ

と判断されるのであれば、主審はそれを増やすことはできるが減らすことはできない。

前半に時間計測を間違えたとしても、主審は後半の時間を延ばす、または短くして埋め

合わせてはならない。

空費された時間の追加



第8条 プレーの開始および再開

ドロップボール

(ゴールキーパーを含む）すべての競技者がドロップボールに参加することができる。ド

ロップボールに参加が必要な最小、最大競技者数は定められていない。主審は、誰がド

ロップボールに参加してよいのかどうかの決定を行うことはできない。



第9条 ボールインプレーおよびボールアウトオブプレー

主審と副審は試合の一員であるので、ボールがインプレー中、ボールが主審または一時

的にフィールド内にいた副審に触れた場合でもプレーは続けられる。

フィールド内で、ボールが競技者以外の者に触れる



第10条 得点の方法

ノーゴール

ボールの全体がゴールラインを越える前に主審が得点をシグナルし、直後にその誤りに

気付いた場合、プレーはプレーを停止したときにボールのあった場所からドロップボー

ルで再開される。ただし、ゴールエリア内でプレーが停止された場合は、ドロップボー

ルは、プレーを停止したときにボールのあった地点に最も近いゴールラインに平行なゴ

ールエリアのライン上で行う。



第11条 オフサイド

定義

〝第11条－オフサイド"の考え方により、次の定義が適用される

●オフサイドポジションの定義における〝相手競技者より相手競技者のゴールラインに

近い"とは、頭、胴体または足のどこの部分であってもボールおよび後方から２人目

の相手競技者より相手競技者のゴールラインに近いことを意味する。手は、この定義

に含まれない。

●〝プレーに干渉する"とは、味方競技者がパスした、または味方競技者が触れたボール

をプレーする、あるいはこれに触れることを意味する。

●〝相手競技者に干渉する"とは、明らかに相手競技者の視線を遮る、相手競技者の動き

を妨げる、しぐさや動きで相手競技者を惑わす、または混乱させると主審が判断し、

それによって相手競技者がボールをプレーするまたはプレーする可能性を妨げること

を意味する。

●〝その位置にいることによって利益を得る"とは、既にオフサイドポジションにいて、

ゴールポストやクロスバーからはね返ってきたボールをプレーするまたは既にオフサ

イドポジションにいて、相手競技者からはね返ってきたボールをプレーすることを意

味する。



違反

オフサイドの反則が起きたとき、主審は、味方競技者の一人がオフサイドの反則を犯し

た競技者に対して最後にボールをプレーしたとき、オフサイドの反則を犯した競技者が

いた場所から行われる間接フリーキックを与える。

どのような理由があっても、主審の承認なくフィールドを離れた守備側競技者は、オフ

サイドの判断のため、プレーが次に停止されるまで、自分のゴールラインかタッチライ

ン上にいるものとみなされる。意図的にフィールドを離れた競技者は、ボールが次にア

ウトオブプレーになったとき警告されなければならない。

オフサイドの位置にいる競技者が、そのときのプレーに関わっていないことを主審に示

すためフィールドの外に出ることは反則ではない。しかしながら、競技者が戦術的な理

由でフィールドを離れ、フィールドに復帰することで不正に利益を得た場合、競技者は

反スポーツ的行為で警告されなければならない。フィールドに復帰するために、競技者

は主審の承認を求める必要がある。

ボールがゴールに入ったとき攻撃側競技者がゴールポスト間のゴールネット内で動かず

にいた場合、得点は認められなければならない。しかしながら、攻撃側競技者が相手競

技者を惑わせていた場合、得点は認められず、競技者は反スポーツ的行為で警告されな

ければならず、プレーはプレーを停止したときにボールのあった場所からドロップボー

ルで再開されなければならない。ただし、ゴールエリア内でプレーが停止された場合は、

ドロップボールは、プレーを停止したときにボールのあった地点に最も近いゴールライ

ンに平行なゴールエリアのライン上で行う。



ゴールキーパー

守備側競技者

攻撃側競技者

主審

ボールの動き

競技者の動き

ゴールキーパー

守備側競技者

攻撃側競技者

主審

ボールの動き

競技者の動き

第11条 オフサイド

オフサイド

オフサイドではない

1．プレーに干渉する

2．プレーに干渉する

オフサイドポジションにいた攻撃側競技者(Ａ)は相手競技者に干渉しなかったが、

ボールに触れた。副審は、競技者がボールに触れたときに旗を上げなければならな

い。

オフサイドポジションにいた攻撃側競技者(Ａ)は相手競技者に干渉することなく、

またボールにも触れなかった。

競技者はボールに触れなかったので、罰せられることはない。



ゴールキーパー

守備側競技者

攻撃側競技者

主審

ボールの動き

競技者の動き

ゴールキーパー

守備側競技者

攻撃側競技者

主審

ボールの動き

競技者の動き

オフサイド

オフサイドではない

オフサイドポジションにいた攻撃側競技者(Ａ）は、オンサイドポジションにいるそ

の他の味方競技者がボールをプレーする可能性がないと主審が判断した場合、ボー

ルにプレーする、あるいは触れる前に罰せられる。

3．プレーに干渉する

4．プレーに干渉する

オフサイドポジションにいた攻撃側競技者(Ａ)がボールに向かって走った。オンサ

イドポジションにいた味方競技者(Ｂ)もボールに向かって走って、ボールをプレー

した。

(Ａ)はボールに触れなかったので、罰せられることはない。



ゴールキーパー

守備側競技者

攻撃側競技者

主審

ボールの動き

競技者の動き

ゴールキーパー

守備側競技者

攻撃側競技者

主審

ボールの動き

競技者の動き

第11条 オフサイド

オフサイド

ゴールキック

5．プレーに干渉する

6．相手競技者に干渉する

攻撃側競技者(Ａ)がオフサイドポジションにいて、ゴールキーパーの視線を遮った。

競技者は、相手競技者のプレー、あるいはプレーする可能性を妨げたことで罰せら

れなければならない。

オフサイドポジションにいた攻撃側競技者(１)はボールに向かって走ったが、ボー

ルに触れなかった。

副審は、ゴールキックのシグナルをしなければならない。



ゴールキーパー

守備側競技者

攻撃側競技者

主審

ボールの動き

競技者の動き

ゴールキーパー

守備側競技者

攻撃側競技者

主審

ボールの動き

競技者の動き

オフサイドではない

オフサイドではない

7．相手競技者に干渉する

8．相手競技者に干渉する

オフサイドポジションにいる攻撃側競技者(Ａ)はボールに向かって走ったが、 相

手競技者のプレー、あるいはプレーする可能性を妨げていない。また、競技者(Ａ)

は、身振りや動きで、相手競技者(Ｂ)を惑わしたり、混乱させたりしていない。

攻撃側競技者(Ａ)はオフサイドポジションにいるが、ゴールキーパーの視線を遮っ

たり、身振りや動きでゴールキーパーを惑わしたり、混乱させていない。



ゴールキーパー

守備側競技者

攻撃側競技者

主審

ボールの動き

競技者の動き

ゴールキーパー

守備側競技者

攻撃側競技者

主審

ボールの動き

競技者の動き

第11条 オフサイド

オフサイド

オフサイド

9．相手競技者に干渉する

10．利益を得る

オフサイドポジションにいる攻撃側競技者(Ａ)はボールに向かって走り、相手 競

技者(Ｂ)がプレーする、あるいはプレーする可能性を妨げた。(Ａ)は、身振りや動

きで(Ｂ)を惑わした、あるいは混乱させた。

味方競技者(Ａ)がシュートしたボールがゴールキーパーからはね返り、競技者(Ｂ)

のところに来た。(Ｂ)は既にオフサイドポジションにいてボールをプレーしたので、

罰せられる。



ゴールキーパー

守備側競技者

攻撃側競技者

主審

ボールの動き

競技者の動き

ゴールキーパー

守備側競技者

攻撃側競技者

主審

ボールの動き

競技者の動き

オフサイド

オフサイドではない

攻撃側競技者(Ｂ)は、味方競技者(Ａ)がシュートして相手競技者からはね返ったボ

ールを、（シュートされたとき）既にオフサイドポジションにいてボールを、プレー

したので、罰せられる。

11．利益を得る

12．利益を得る

味方競技者(Ａ)がシュートしたボールがゴールキーパーからはね返って、オンサイ

ドポジションにいた競技者(Ｂ)がボールをプレーした。

(Ｃ)はオフサイドポジションにいたが、ボールに触れず、オフサイドポジションに

いたことによって利益を得ていないので、罰せられない。



ゴールキーパー

守備側競技者

攻撃側競技者

主審

ボールの動き

競技者の動き

第11条 オフサイド

オフサイドではない

13．利益を得る

攻撃側競技者(Ｃ)はオフサイドポジションにいたが、相手競技者に干渉していない。

味方競技者(Ａ)がオンサイドポジションにいる競技者(Ｂ1)にボールをパスし、競技

者(Ｂ1)は相手ゴールに向かって(Ｂ2)まで走り、ボールを味方競技者(Ｃ)にパスし

た。しかし、ボールがパスされたされたとき、競技者(Ｃ)はオンサイドポジション

にいたので、罰せられない。



第12条 ファウルと不正行為

ファウルとなるための基本的条件

反則をファウルとして判断するためには、次の条件が満たさなければならない。

●競技者によって犯される

●フィールド内で起きる

●ボールがインプレー中に起きる

ボールがインプレー中、反則がフィールド外で犯されたので主審がプレーを停止した場

合、プレーはボールがあった場所でドロップボールにより再開されなければならない。

ただし、ゴールエリア内でプレーが停止された場合は、ドロップボールは、プレーを停

止したときにボールのあった地点に最も近いゴールラインに平行なゴールエリアのライ

ン上で行う。

〝不用意な"とは、競技者が相手に挑むとき注意や配慮が欠けていると判断される、また

は慎重さを欠いてプレーを行うことである。

●ファウルが不用意であると判断された場合、懲戒の罰則を追加する必要はない。

〝無謀な"とは、競技者が、相手競技者が危険にさらされていることをまったく無視し

て、または結果的に危険となるプレーを行うことである。

●無謀な方法でプレーした競技者は、警告されなければならない。

〝過剰な力で"とは、競技者がはるかに必要以上の力を用いて相手競技者を負傷の危険に

さらすことである。

●過剰な力を用いた競技者には、退場が命じられなければならない。

不用意な、無謀な、過剰な力で

相手競技者をチャージする

チャージングとは、スペースを確保するべく、ボールがプレーできる範囲内で、腕やひ

じを用いず、身体的接触を用いて挑むことである。

次の方法で相手競技者をチャージすることは、反則である。

●不用意な方法で

●無謀な方法で

●過剰な力で



第12条 ファウルと不正行為

相手競技者を抑える

手、腕、または体を用いて相手競技者の進行や動きを阻止することは、相手競技者を抑

えることである。

特にコーナーキックやフリーキックのときのペナルティーエリア内の相手競技者を抑え

る反則に対して、早めに介入し、毅然とした対応をすることに留意する。

これらの状況に対して、

●主審は、ボールがインプレーになる前に、相手競技者を抑える競技者に注意しなけれ

ばならない。

●ボールがインプレーになる前に、引き続き相手競技者を抑える競技者を警告する。

●ボールがインプレーになったのちにこの反則が犯された場合、直接フリーキックまた

はペナルティーキックを与えると共に反則した競技者を警告する。

守備側競技者がペナルティーエリアの外で相手競技者を抑え、そのままペナルティーエ

リア内でも抑えていた場合、主審はペナルティーキックを与えなければならない。

懲戒の罰則

●相手競技者を抑えて、相手競技者がボールを保持することを妨げる、または有利な位

置を得ようとするのを阻止する競技者は反スポーツ的行為で警告されなければならな

い。

●相手競技者を抑えて、決定的な得点の機会を阻止した競技者は、退場が命じられなけ

ればならない。

●その他の相手競技者を抑える状況では、懲戒の罰則を与えてはならない。

プレーの再開

●直接フリーキックは、反則が犯された場所から行われる（第13条―フリーキックの位

置を参照）、または、それがペナルティーエリア内で起きた場合はペナルティーキック

が与えられる。



ボールを手で扱う

競技者が手や腕を用いて意図的にボールに触れる行為はボールを手で扱う反則である。

主審は、この反則を見極めるとき、次のことを考慮しなければならない。

●ボールが手の方向に動いているのではなく、手がボールの方向に動く。

●相手競技者とボールの距離（予期していないボール）。

●手が不必要な位置にある場合は、反則である。

●手に持った衣服やすね当てなどでボールに触れることは、反則とみなされる。

●サッカーシューズやすね当てなどを投げてボールにぶつけることは、反則とみなされ

る。

懲戒の罰則

競技者が次のように意図的にボールを手で扱ったとき、反スポーツ的行為で警告される

ことになる。

●意図的かつ露骨にボールを手で扱って、相手競技者がボールを受け取るのを阻止する。

●手でボールを扱って得点しようとする。

しかしながら、競技者が意図的にボールを手で扱って決定的な得点を阻止した場合、退

場を命じられる。この罰則は競技者がボールを手で扱うことによるものではなく、得点

となりそうな状況を阻止するということによるものである。これは公正を欠いた介入で、

（サッカー競技にとって）受け入れられることのできないものである。

プレーの再開

●直接フリーキックは、反則が起きた場所から行われるか（第13条―フリーキックの位

置を参照）、ペナルティーキックとなる。

ゴールキーパーは、自分のペナルティーエリア外では、手でボールを扱うことについて

他の競技者と同様に制限される。自分のペナルティーエリアおいて、ゴールキーパーが

手でボールを扱うことは反則とならず、手でボールを扱うことで直接フリーキックにな

ることや他の不正行為を犯したことにはならない。しかしながら、（味方競技者がキック

したボールを手で触れる場合など）ボールを手で扱ういくつかの反則に対しては、間接

フリーキックになることがある。



第12条 ファウルと不正行為

ゴールキーパーの反則

ゴールキーパーは、６秒を超えてボールを手でコントロールすることができない。次の

とき、ゴールキーパーがボールをコントロールしていると判断される。

●ボールがゴールキーパーの両手で持たれているとき、またはボールがゴールキーパー

の手とグラウンドや自分の体など他のものとの間にあるとき

●ゴールキーパーが広げた手のひらでボールを持っているとき

●ボールをバウンドさせる、または空中に軽く投げ上げたとき

ゴールキーパーが手でボールを保持しているとき、相手競技者はゴールキーパーに挑む

ことができない。

ゴールキーパーは、次の状況下において、自分のペナルティーエリア内で、ボールを手

で触れることができない。

●保持したボールを放したのち、他の競技者が触れる前に再びボールを手で扱った場合

－ ゴールキーパーがボールを手や腕のいずれかの部分で触れることは、ボールをコント

ロールしていると判断されるが、セービングなどで偶発的にゴールキーパーからはね

返ったボールについてはその範囲でない。

－ ゴールキーパーがボールを意図的に手で転がして運ぶことも保持にあたる。

●味方競技者が意図的にゴールキーパーにキックしたボールにゴールキーパーが手で触

れた場合

●味方競技者によってスローインされたボールをゴールキーパーが直接受けて手で触れ

た場合

プレーの再開

●間接フリーキックは、反則が起きた場所から行われる（第13条－フリーキックの位置

を参照）。



ゴールキーパーに対する反則

●ゴールキーパーがボールを手から放すのを妨げることは、反則である。

●ゴールキーパーがボールを放そうとしているときに競技者がそのボールをけるまたは

けろうとすることは、危険な方法でプレーすることで罰せられるものとする。

●コーナーキックを行うときなどに不正な方法でゴールキーパーを妨げてゴールキーパ

ーの動きを制限することは反則である。

危険な方法でプレーするとは、ボールをプレーしようするとき、（自分を含む）競技者を

負傷させることになるすべての行為である。この反則は、近くにいる相手競技者が負傷

への恐怖感からプレーできないようすることである。

主審が相手競技者に対して危険でないと判断した場合、シザーズキック、バイシクルキ

ックは行うことができる。

危険な方法でのプレーには、競技者間の身体的接触がない。身体的接触があった場合、

直接フリーキックやペナルティーキックで罰せられる反則となる。身体的接触がある場

合、主審は不正行為も犯される可能性が高いことを十分考慮しなければならない。

懲戒の罰則

●競技者が危険ではあるが〝通常の方法"で相手に挑んだ場合、主審は懲戒的措置を取

るべきでない。その行為により明らかに負傷を引き起こす可能性がある場合、主審は

競技者を警告する。

●競技者が危険な方法でプレーすることにより、（相手競技者の）決定的な得点の機会を

阻止した場合、主審は、その競技者に退場を命じる。

プレーの再開

●間接フリーキックは、反則が起きた場所から行われる（第13条―フリーキックの位置

を参照）。

危険な方法でのプレー



第12条 ファウルと不正行為

相手競技者の進行を妨げる

相手競技者の進行を妨げるとは、ボールが競技者のプレーできる範囲内にないとき、相

手競技者の進路に入り込み、その進行を妨げる、ブロックする、スピードを落させる、

進行方向の変更を余儀なくさせることである。

すべての競技者は、フィールド上においてそれぞれ自分のポジションをとることができ

る。ただ相手競技者の進路上にいることは、相手の競技者の進路に入り込むこととは同

じでない。

体を相手競技者とボールの間に置くことは、許される。戦術的な理由で相手競技者とボ

ールの間に自らを置くことは、ボールがプレーできる範囲にあり、相手競技者を手や体

で抑えていない限り、反則ではない。ボールがプレーできる範囲にある場合、その競技

者は正しい方法で相手競技者によりチャージされることがある。

カードを提示するまでプレーを再開させない

主審が警告または退場でカードを提示することとした場合、その行為を実施し終えるま

でプレーを再開させてはならない。

●身体的接触があった場合、間接フリーキックとなる反則ではなく、直接フリーキック

やペナルティーキックで罰せられる反則が犯されたということになる。



反スポーツ的行為に対する警告

次の反則を行った場合など、競技者が反スポーツ的行為で警告されなければならない状

況は様々である。

●直接フリーキックとなる７項目の反則を無謀に行う。

●戦術的な目的で、相手競技者に干渉する、また大きなチャンスとなる攻撃の芽を摘む

ファウルを犯す。

●相手競技者を抑えて、戦術的な目的で、ボールから遠ざける、またボールに向かうの

を妨げる。

●ボールを手で扱って、相手競技者がボールを受け取るのを妨げる、また攻撃の展開を

防ぐ（ゴールキーパーが自分のペナルティーエリアにあるボールを扱う場合を除く）。

●ボールを手で扱って得点をしようと試みる（その試みが成功しようとしまいと）。

●負傷を装って、またファウルをされたふりをして（シミュレーション）、主審を騙そう

とする。

●プレー中、また主審の承認を得ずにゴールキーパーと入れ替わる。

●サッカー競技に対して敬意を払わない態度で行動する。

●フィールドから離れる承認を得たのち、歩いてフィールドから出る途中ボールをプレ

ーする。

●プレー中、また再開のときに言葉で相手競技者を惑わす。

●フィールドに認められないマークを描く。

●ボールがインプレー中、競技者が競技規則の裏をかき、意図的に策略を用いて味方の

ゴールキーパーに頭や胸、膝などでボールをパスする。ゴールキーパーがボールに手

で触れたか否かは関係しない。競技者は、第12条の条文とその精神に反した策略を試

みるという反則を犯したのである。プレーは、間接フリーキックで再開される。

●フリーキックを行うとき、競技者が競技規則の裏をかき、意図的に策略を用いて味方

のゴールキーパーにボールをパスする（競技者が警告されたのち、フリーキックが再

び行われる）。



第12条 ファウルと不正行為

競技者が得点をしたときに喜びを表すことは認められるが、その表現は過度になっては

ならない。

適度な得点の表現は許されるが、喜びを振付けられた踊りで表し過度に時間をかけてし

まうものは勧められない。主審、副審および第４の審判員は、そのような状況に対して

介入するよう求められる。

次の場合、競技者は警告される。

●競技者が相手を挑発する、嘲笑する、また相手の感情を刺激すると主審が判断する。

●得点を喜ぶために周囲のフェンスによじ登る。

●ジャージーを脱ぐ、ジャージーを頭に被る。

●マスクや同様のものを顔や頭に被る。

得点の喜びのためにフィールドを離れること自体、警告の反則ではない。しかし、競技

者は、できるだけ早くフィールドに戻らなければならない。

得点の喜びに対応するにあたって、主審、副審および第４の審判員は予防的に対応する

とともにコモンセンスを用いることが求められる。

得点の喜び

(言葉であろうとなかろうと）主審の判定に対して抗議する競技者は異議を示したことで

警告されなければならない。

チームの主将は、競技規則下において、なんら特別な地位や特権を与えられているもの

ではないが、そのチームの行動についてある程度の責任を有している。

言葉や行動で異議を示す



主審は、次のような策略でプレーの再開を遅らせる競技者を警告しなければならない。

●主審にやり直しを命じさせる目的だけで、間違った場所からフリーキックを行う。

●スローインを行おうとしたが急に味方競技者の１人にスローインを任せる。

●主審がプレーを停止したのちボールを遠くへける、またボールを手で持ち去る。

●スローインまたはフリーキックを行うことを過度に遅らせる。

●交代が行われるとき、フィールドから離れることを遅らせる。

●主審がプレーを停止後、意図的にボールに触れて対立を引き起こす。

プレーの再開を遅らせる

繰り返し競技規則に違反する

主審、副審および第4の審判員は、競技者が繰り返し競技規則に違反することに対して、

いつでも注意を払う。特に、一人の競技者が異なった反則を何度も犯すことにも気をつ

ける必要があり、その競技者は競技規則に繰り返し違反したことで警告される。

〝繰り返し"の回数や反則のパターンは特に示されていない。― これは全くもって判断

によるものであり、効果的に試合をコントロールする上で決定されるべきものである。



第12条 ファウルと不正行為

著しく不正なファウルプレー

ボールがインプレーで、競技者がボールに挑むとき、相手競技者に対して過剰な力や粗

暴な行為を加えた場合、著しく不正なファウルプレーを犯したことになる。

相手競技者の安全を犯すタックルは、著しく不正なファウルプレーを犯したことで罰せ

られなければならない。

いかなる競技者もボールに挑むときに、過剰な力や相手競技者の安全に危険を及ぼす方

法で、相手競技者に対し片足もしくは両足を使って前、横、あるいは後ろから突進した

場合、著しく不正なファウルプレーを犯したことになる。

明らかに決定的な得点の機会が続く場合を除き、著しく不正なファウルプレーがある状

況ではアドバンテージを適用すべきでない。アドバンテージを適用した場合、主審は次

にボールがアウトオブプレーになったとき、著しく不正なファウルプレーでその競技者

に退場を命じる。

著しく不正なファウルプレーを行った競技者は退場が命じられ、反則が起きた場所から

の直接フリーキック、またはペナルティーエリア内で反則が起きた場合ペナルティーキ

ックでプレーを再開する（第13条―フリーキックの位置を参照）。



乱暴な行為

競技者がボールに挑んでいないとき、相手競技者に対して過剰な力や粗暴な行為を加え

た場合、乱暴な行為を犯したことになる。

また、味方競技者、観客、審判員あるいはその他の者に対して過剰な力や粗暴な行為を

加えた場合、乱暴な行為を犯したことになる。

乱暴な行為は、ボールがインプレーであるとないとにかかわらず、フィールド内または

フィールドの境界線の外側のいずれでも起こり得る。

明らかに決定的な得点の機会が続く場合を除き、乱暴な行為が犯されている状況ではア

ドバンテージを適用すべきでない。アドバンテージを適用した場合、主審は次にボール

がアウトオブプレーになったとき、乱暴な行為を犯した競技者に退場を命じる。

主審、副審および第４の審判員は、しばしば乱暴な行為が集団的な騒動を引き起こすこ

とに留意し、積極的に介入して、それが引き起こされないようにしなければならない。

乱暴な行為を行った競技者、交代要員、交代して退いた競技者には、退場が命じられな

ければならない。



第12条 ファウルと不正行為

プレーの再開

●ボールがアウトオブプレーの場合、プレーはその前の判定に基づき再開される。

●ボールがインプレーで、フィールドの外で反則が起きた場合、

－ 競技者が既にフィールドの外にいて反則を犯した場合は、プレーが停止されたとき

にボールがあった位置でドロップボールによりプレーは再開される。ただし、ゴー

ルエリア内でプレーが停止された場合は、ドロップボールは、プレーを停止したと

きにボールのあった地点に最も近いゴールラインに平行なゴールエリアのライン

上で行う。

－ 競技者が反則を犯すためにフィールドから出た場合は、プレーが停止されたときに

ボールがあった場所からの間接フリーキックでプレーは再開される（第13条―フリ

ーキックの位置を参照）。

●ボールがインプレーで、競技者がフィールド内で反則を犯した場合、

－ 相手競技者に対しての反則の場合は、反則が起きた場所からの直接フリーキックま

たは（反則を行った競技者自身のペナルティーエリア内であれば）ペナルティーキ

ックでプレーは再開される（第13条－フリーキックの位置を参照）。

－ 味方競技者に対しての反則の場合は、反則が起きた場所からの間接フリーキック

で、プレーは再開される（第13条－フリーキックの位置を参照）。

－ 交代要員または交代して退いた競技者に対しての反則の場合は、プレーを停止した

ときにボールがあった位置からの間接フリーキックでプレーは再開される（第13

条－フリーキックの位置を参照）。

－ 主審または副審に対しての反則の場合は、反則が起きた場所からの間接フリーキッ

クで、プレーは再開される（第13条－フリーキックの位置を参照）。

－ その他の者に対しての反則の場合は、プレーを停止したときにボールがあった位置

で、ドロップボールにより、プレーは再開される。ただし、ゴールエリア内でプレ

ーが停止された場合は、ドロップボールは、プレーを停止したときにボールのあっ

た地点に最も近いゴールラインに平行なゴールエリアのライン上で行う。



ボールがインプレー中、競技者、交代要員、交代して退いた競技者が物を相手競技者や

その他の者に対して無謀に投げつけた場合、主審はプレーを停止し、その競技者、交代

要員、交代して退いた競技者を警告するものとする。

ボールがインプレー中、競技者、交代要員、交代して退いた競技者が物を相手競技者や

その他の者に過剰な力をもって投げた場合、主審はプレーを停止し、乱暴な行為でその

競技者、交代要員、交代した競技者に退場を命じるものとする。

プレーの再開

●自分のペナルティーエリア内に立っている競技者がペナルティーエリア外に立ってい

る相手競技者に物を投げた場合、主審はプレーを停止し、物が当たった、または当た

ったであろう場所から行われる相手チームの直接フリーキックでプレーを再開する。

●自分のペナルティーエリア外に立っている競技者がペナルティーエリア内に立ってい

る相手競技者に物を投げた場合、主審はペナルティーキックでプレーを再開する。

●フィールド内に立っている競技者がフィールド外に立っている者（誰であっても）に

物を投げた場合、主審はプレーを停止したときにボールがあった位置から行われる間

接フリーキックでプレーを再開する（第13条－フリーキックの位置を参照）。

●フィールド外に立っている競技者がフィールド内に立っている相手競技者に物を投げ

た場合、主審は物が当たった、または当たったであろう場所から行われる相手チーム

の直接フリーキックまたは（反則を行った競技者自身のペナルティーエリア内であれ

ば）ペナルティーキックでプレーを再開する。

●フィールド外に立っている交代要員または交代して退いた競技者がフィールド内に立

っている相手競技者に物を投げた場合、主審はプレーを停止したときにボールがあっ

た位置から行われる相手チームの間接フリーキックでプレーを再開する（第13条－フ

リーキックの位置を参照）。

物(またはボール)を投げる反則



第12条 ファウルと不正行為

得点、または得点の機会の阻止

相手競技者の決定的な得点の機会の阻止で退場となる反則は2種類あるが、ペナルティー

エリア内で発生するものだけが対象となっているのではない。

決定的な得点の機会があり、相手競技者がボールを手で扱い、また相手競技者にファウ

ルをしたにもかかわらず、主審がアドバンテージを適用し、その後、直接得点となった

場合、その競技者は退場を命じられないが、警告されることがある。

主審と副審は、得点または決定的な得点の機会の阻止で競技者に退場を命じるとき次の

状況を考慮に入れなければならない。

●反則とゴールとの距離

●ボールをキープできる、またはコントロールできる可能性

●プレーの方向

●守備側競技者の位置と数

●相手競技者の決定的な得点の機会を阻止する反則が直接フリーキックまたは間接フリ

ーキックとなるものであること。



第13条 フリーキック

進め方

ボールは、けられて動いたところでインプレーとなる。

フリーキックは、片足で、または両足で同時に持ち上げる方法でも行うことができる。

相手競技者を混乱させるためにフェイントを用いてフリーキックを行うことはサッカー

の一部であり、認められる。しかしながら、フェイントが反スポーツ的行為となる行動

であると主審が判断した場合は、それを行った競技者は警告されなければならない。

競技者がフリーキックを正しく行い、不用意でも、無謀でも、また過剰な力を用いるこ

となく、意図的にボールを相手に当てて、はね返ったボールを自分のものとした場合、

主審はプレーを続けさせなければならない。

片手を上げてフリーキックが間接であることを示すことを主審が怠ったが、ボールがけ

られて直接ゴールに入った場合、間接フリーキックは再び行われなければならない。最

初の間接フリーキックが主審の誤りによって無効になるものではない。

競技者がフリーキックを素早く行って、ボールから9.15ⅿ離れていない相手競技者がキ

ックを妨害することなく、ボールをインターセプトした場合、主審はプレーを続けさせ

なければならない。

競技者がフリーキックを素早く行おうとしたところ、ボールの近くにいた相手競技者が

意図的にキックを妨害した場合、主審はプレーの再開を遅らせたことでその相手競技者

を警告しなければならない。

守備側チームがそのチームのペナルティーエリア内でフリーキックを行うとき、守備側

競技者が素早くキックを行おうとしたが、ペナルティーエリアから出る時間的余裕がな

く１名以上の相手競技者がそのペナルティーエリアに残っていた場合、主審はプレーを

続けさせなければならない。

距離



第14条 ペナルティーキック

進め方

相手競技者を混乱させるためにフェイントを用いてペナルティーキックを行うことはサ

ッカーの一部であり、認められる。しかしながら、フェイントが反スポーツ的行為とな

る行動であると主審が判断した場合は、それを行った競技者は警告されなければならな

い。

ペナルティーキックの準備

主審は、ペナルティーキックが行われる前に次の要件について確認しなければならない。

●キッカーが特定されている。

●ボールが正しくペナルティーマーク上に置かれている。

●ゴールキーパーがゴールポスト間のゴールライン上にいて、キッカーに面している。

●キッカーとゴールキーパー以外の競技者は、

－ ペナルティーエリアの外で、

－ ペナルティーアークの外で、

－ ボールより後方にいる。



笛が鳴ったのち、ボールがインプレーになるまでの違反

キックの結果

侵入の違反 ゴール ノーゴール

攻撃側競技者 ペナルティーキックを再び行う 間接フリーキック

守備側競技者 ゴール ペナルティーキックを再び行う

両チーム ペナルティーキックを再び行う ペナルティーキックを再び行う



第15条 スローイン

進め方 ― 違反

主審と副審は、スローインが行われるとき、相手競技者はスローインを行う地点から２

ⅿ以内に近寄れないことに留意する。必要であれば、主審はスローインの前に、この距

離内にいる競技者を注意し、その後も正しい距離まで下がらない場合は警告しなければ

ならない。プレーは、スローインで再開される。

競技者がスローインを正しく行い、不用意でも、無謀でも、また過剰な力を用いること

なく、意図的にボールを相手競技者に向けて投げて、はね返ったボールを自分のものと

した場合、主審はプレーを続けさせなければならない。

スローインからボールが直接相手競技者のゴールに入った場合、主審はゴールキックを

与えなければならない。スローインからボールが直接スローインを行った競技者のゴー

ルに入った場合、主審はコーナーキックを与えなければならない。

ボールがフィールドに入る前にグラウンドに触れた場合、スローインが正しい進め方で

行われたのであれば、再び同じ地点から同じチームにより行われる。スローインが正し

い進め方で行われなかった場合、相手チームがスローインを再び行う。



第16条 ゴールキック

進め方 ― 違反

ボールがペナルティーエリアから出て、他の競技者が触れる前に、ゴールキックを正し

く行った競技者が意図的にボールを再びプレーした場合、その競技者がボールに再び触

れた場所からの間接フリーキックが相手チームに与えられる（第13条－フリーキックの

位置を参照）。しかしながら、ボールを手で触れた場合、直接フリーキックで罰せられ、

必要であれば懲戒の罰則が与えられなければならない。

ボールがインプレーになる前に相手競技者がペナルティーエリアに入って守備側競技者

によりファウルされた場合、ゴールキックが再び行われ、その守備側競技者は、その反

則の質により警告または退場が命じられることがある。



第17条 コーナーキック

正しい

正しい

正しい

正しくない

進め方 － 違反

主審と副審は、ボールがインプレーになるまで相手競技者はコーナーアークから9.15ⅿ

（10ヤード）以上離れていなければならないことに留意する（フィールド外につけた任

意のマークがこの距離を測るのに役立つ）。必要であれば、主審はコーナーキックの前に

この距離内にいる競技者を注意し、その後も正しい距離まで下がらない場合は警告しな

ければならない。

他の競技者がボールに触れる前にキッカーがボールを再び触れた場合、再び触れた場所

で相手チームに間接フリーキックが与えられる（第13条―フリーキックの位置を参照）。

競技者がコーナーキックを正しく行い、また不用意でも、無謀でも、また過剰な力を用

いることなく、意図的にボールを相手競技者にぶつけてはね返ったボールを自分のもの

とした場合、主審はプレーを続けさせなければならない。

ボールはコーナーアーク内に置かれなければならず、キックされたときにインプレーと

なるので、インプレーになるためにコーナーアークから出る必要はない。

図は、ボールの正しい位置と、正しくない位置を示している。



試合またはホームアンドアウェーの対戦の勝者を決定する方法

ペナルティーマークからのキック

進め方

●ペナルティーマークからのキックは、試合の一部ではない。

●ペナルティーマークからのキックのために使用しているペナルティーエリアは、ゴー

ルまたはフィールドの表面が使用できなくなった場合に限り変えることができる。

●キックを行う資格のあるすべての競技者がペナルティーマークからのキックを終えた

のち、次のキックのラウンドは最初のものと同じ順番で行わなければならないという

ことはない。

●それぞれのチームは試合終了時にフィールド上にいた競技者からキッカーを選出する

とともにキックを行う順番を決めなければならない。

●ペナルティーマークからのキックを行っているときにゴールキーパー以外の競技者が

負傷しても交代することはできない。

●ペナルティーマークからのキックを行っているときにゴールキーパーが退場を命じら

れた場合、試合終了時にいた競技者がこれに代わらなければならない。

●ペナルティーマークからのキックを行っているとき、競技者、交代要員または交代し

て退いた競技者は警告、または退場を命じられることがある。

●主審は、ペナルティーマークからのキックを行っているときに一方のチームの競技者

が7人未満になった場合でも、試合を中止してはならない。

●ペナルティーマークからのキックを行っているときに競技者が負傷し、または退場を

命じられて一方のチームが1人少なくなった場合でも、主審はもう一方のチームのキッ

クを行う競技者数を減らさない。両チームの競技者数を同じとすることが求められて

いるのはペナルティーマークからのキックを始めるときだけある。



国際サッカー評議会の規約

(1993年２月 国際サッカー評議会承認）

名称と構成

本会は国際サッカー評議会（The International Football Association Board）と称する。

本会は、イングランド、スコットランド、ウェールズ、北アイルランドの各サッカー協

会、および国際サッカー連盟（FIFA）によって構成され、以下この５団体を協会と呼

ぶ。各協会はそれぞれ４名の代表を本会に送ることができる。

目的

評議会の目的は、評議会を構成する協会、および各大陸連盟、加盟協会の年次総会また

はしかるべき会議で審議され、評議会に提案された競技規則の改正に関する事項、およ

びその他のサッカーに関する重要な事項について審議決定することにある。



評議会は、年に２回会議を開催する。年次総会は、合意により２月か３月に開催する。

年次事務会議は、合意により９月か10月に開催する。年次総会および年次事務会議の日

時および場所は、前年の年次総会において決定する。

当該年度の年次総会および年次事務会議は、同一の協会が開催する。

開催国の協会の代表が議長を務める。開催協会は、持ち回りとする。

年次総会

年次総会においては、競技規則の改正に関する提案および評議会に委託されたサッカー

に関する重要な事項について審議決定する。

年次事務会議

年次事務会議は、合意により９月または10月に開催する。年次事務会議は、評議会に提

案された一般的事務について審議する権限を持つ。年次事務会議は、これらの事項につ

いて決議することができるが、競技規則を改正する権限は持たない。

評議会の会議



国際サッカー評議会の規約

手続き

年次総会

各協会は競技規則の改正に関する提案、競技規則の試行に関する要求、あるいは討議さ

れるべき事項について、12月１日までに書面によって主催協会の事務局長に提出する。

提出された書面は印刷されて12月14日までに配布される。提出された事項の修正は、１

月14日までに書面によって主催協会の事務局長に提出されなければならず、その書面は

印刷されて２月１日までに各協会に配布される。

年次事務会議

各協会は提案、競技規則に関する試行の要求、その他討議されるべき事項について、会

議の４週間前までに書面によって主催協会の事務局長に提出する。

議題および関係書類は、会議の２週間前までに評議会の構成各協会に配布される。

大陸連盟およびFIFA加盟協会は、それをFIFAが審議し、承認されれば会議の４週間前ま

でに主催協会の事務局長に書面を提出する日程的余裕を考えて、適当な日までにFIFA事

務局長に提案や要求、あるいは討議されるべき事項を書面で提出することができる。



議事録

議事録は主催協会の事務局長が作成し、公式議事録として報告し、２月１日までに次期

主催協会に送付される。

会議はFIFAを含む４協会の出席がなければ成立しない。FIFAはその加盟協会を代表して

４票の投票権を持つ。国際サッカー評議会を構成する他の協会はそれぞれ１票の投票権

を持つ。提案が成立するためには、投票権を持つ出席者の３/４以上の賛成を必要とす

る。

定数および投票権

競技規則の改正

競技規則の改正は、年次総会において、投票権を持つ出席者の３/４以上の賛成を得た場

合にのみ行われる。

特別会議

当該年の会議主催協会に、FIFA、あるいは他の２以上の協会から、提案事項を添えて会

議開催の要求が書面によりなされた場合には、会議主催協会は特別会議を召集する。特

別会議は要求のあった日から28日以内に開催されなければならない。また21日前までに

提出された書面のコピーを付して構成各協会に通知しなければならない。



国際サッカー評議会の規約

評議会の決定

評議会の事務会議の決定は、別に合意された場合を除いて、決定された日から有効とな

る。

評議会の年次総会における規則改正に関する決定は、総会の後の７月１日から大陸連盟

および加盟協会を拘束する。ただし、７月１日までにその年のシーズンが終了していな

い大陸連盟、加盟協会にあっては、その施行を次のシーズンの開始まで延期することが

できる。評議会において承認されない限り、大陸連盟や加盟協会はいかなる競技規則の

変更も行ってはならない。

当該年は、年次総会の終了した日から始まると解釈されている。

国際試合においては、評議会の年次総会のちの７月１日から評議会の決定は有効とな

る。
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